
開催概要
（１）名称・愛称
名称 第39回全国都市緑化北海道フェア 愛称 ガーデンフェスタ北海道2022

（２）開催意義
①北海道の豊かな自然と花緑の魅力の発信と更なる発展にむけたガーデン運動の推進
②花と緑豊かなライフスタイル、生活文化の創造
③花と緑の観光・地域産業の促進
④花と緑の新たな拠点における「観光まちづくり」の推進

（３）基本理念
豊富な森林湿原や湖沼等の雄大な自然に恵まれた北海道。
日々の生活の場においても自然は身近な存在であり、花や緑を愛でる心が、暮らしに潤いを
与え、安らぎと生き甲斐につながっている。
市民の主体的な花と緑の活動が続けられてきた恵庭市。
その実績は、“まちづくり”“ひとづくり”に大きな成果を生み、地域社会の元気の源となって
いる。
これまで築きあげられてきた“恵庭の花の文化・市民の文化”の魅力が集約され、更なる飛躍
の地となる「花の拠点」をメイン会場に、北海道の花と緑の文化を広く全国に発信する全国
都市緑化フェアを開催します。

（４）基本方針
① 北海道ならではの花とガーデンの魅力で人々を感動させるフェア
② 希望と活力あふれる“花のまちづくり”を次の世代に継承するフェア
③ “日々の暮らしの潤い”“地域の絆”“豊かな地域社会”につながるフェア
④ 花と緑の取組みの歴史と経緯を踏まえ、多様な主体が効果的に連携するフェア

（５）開催テーマ
『花と緑 ～恵みの庭を人がつながる北の大地から。』

（６）主催者等
提唱 国土交通省 ／ 主催 北海道、恵庭市、公益財団法人都市緑化機構

（７）開催期間
令和４年６月25日（土）から7月24日（日）まで
※北海道フェア開催時の新型コロナウイルス等感染症の状況や、その時点における国・
北海道・恵庭市の対処方針等に基づき適切な対策を講じることで、感染拡大の抑制に
努めるものとする。

（８）メイン会場
花の拠点・中島公園、隣接する河川空間及びまちなか会場≪市内の花のまちづくりの活動
地域≫（恵庭市）
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協賛会場 スポット会場

定義 一定程度の面積を有する庭園、公園緑地等で、観客誘致

や広報宣伝、周遊を促すプログラム等の取組みにより北海

道フェアを連携して盛り上げる会場。

駅前、学校、道路、商店街、店舗、事業所、その他公共施

設等で、花壇、プランター、ハンギングバスケット、道路の植

樹桝などにより、緑化フェアに合わせた取組をしていただけ

る会場。

要件 次のいずれかに該当すること。

① 北海道フェア実行委員会が実施する広報宣伝や、観客
誘致を促す取組（詳細未定）に協力する。

② 令和４年１月１日から１２月３１日までの間に、北海道
フェアにちなんだイベント（規模、回数は問わず。「北海道
フェア開催記念」などイベントに冠を付していただければ、
毎年実施しているイベントでも可）を自ら主催する。（北海
道フェアの公式広報媒体での掲載）

次のいずれにも該当する花壇などが対象。
① 北海道フェアに合わせた取組を実施する。

② 一般の方が見ることが可能であること（原則として、花壇、
プランター、お庭については、道路沿いなど、私有地に立
ち入らなくても見ることができる場所であること。）。

③ おおむね１平方メートル以上の面積とする。

④ 実行委員会から配布する「スポット会場プレート（詳細未
定）」を掲示する。

特典 ① 北海道フェアのホームページやパンフレットの広報を通
じて庭園や公園等の情報発信を行います。

② メイン会場（はなふる）のセンターハウス内においてパン
フレットを置くなど情報発信が可能です。

③ 北海道フェアの情報を配信します。

① 管理者（団体）名を記載できる「スポット会場プレート」を
進呈します。

② 北海道フェアのホームページを通じて管理者の活動内
容等を情報発信します。

③ 北海道フェアの情報を配信します。

メイン会場 （「花の拠点」（はなふる））・まちなか会場

協賛会場・スポット会場

まちなか会場～JR恵み野駅からメイン会場周辺のストリートガーデン等を想定

メイン会場
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①

①かわまちエリアから道の駅方向 ②道の駅からかわまちエリア方向

②

メイン会場の整備状況（2021年5月撮影）

③はなふる内ガーデン（１） ④はなふる内ガーデン（２）
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